
施策の進捗状況（令和４年度末） これまでの取組、今後の計画、検討状況等

ア
学校教育や地域等におけ
る交通安全教室の推進

・市内小学校で「自転車交通安全教室」を実施（５月）【大町市】
・池田小学校及び会染小学校での安全教室実施【池田町】
・小学校で自転車安全教室を実施【松川村】
・小学校、中学校、高校と交通安全教室を実施【白馬村】
・小学校、中学校において自転車安全教室を実施【小谷村】

イ
自転車指導員等の人材の
育成

・村行政区の交通防犯部役員に対し、自転車指導員の制度を周知【松川村】
・村内⺠間サイクリングツアーを行う事業者内での人材育成【白馬村】

ウ
コミュニティ・事業所等
における安全意識の普
及・啓発

・商工会の会合の際、令和５年４月より自転車利用時のヘルメット着用が努力義務
化されることを周知。それぞれの事業所において周知していただくよう依頼【松川
村】
・小学校、中学校において自転車安全教室を実施【小谷村（再掲】

ア 自転車利用の安全性確保

・サイクルステーションのタペストリー、のぼり端、バイクラック、サイクリング
マップの制作 ※大町市観光協会【大町市】
・商工会の会合の際、令和５年４月より自転車利用時のヘルメット着用が努力義務
化されることを周知。それぞれの事業所において周知していただくよう依頼【松川
村（再掲）】
・⺠間レンタル会社への呼びかけを実施【白馬村】
・村内学校で整備点検の実施【白馬村】
・小谷村レンタサイクルの点検済み車両には赤色ＴＳマークを貼付しており、ＴＳ
付帯保険が適応【小谷村】
・村内自転車所有者にＴＳ点検を案内【小谷村】

・レンタサイクル利用時のヘルメット着用の義務化と乗り出す前の自転車操作の説
明／事故時の連絡網の周知確認 ※大町市観光協会【大町市】

イ 自転車点検・整備の促進

・レンタサイクルの定期点検、タイヤ交換、部品交換、修理等を実施 ※大町市観
光協会【大町市】
・小学校の自転車安全教室の際、自転車の日常点検の必要性と方法を周知【松川
村】
・⺠間レンタル会社への呼びかけを実施【白馬村（再掲）】
・村内学校で整備点検の実施【白馬村（再掲）】
・村内一部事業者で村内在住の高校生までの自転車を特別価格で点検および修理・
サイズ合わせを実施（令和４年度の対応実績は５件）【小谷村】

・日常点検／定期点検、タイヤ交換、部品交換、備品修理等を継続的に実施 ※大
町市観光協会【大町市】

ウ 自転車保険の加入促進

・⺠間一部保険加入、村内学校での促進、村ＨＰでの促進【白馬村】
・小谷村レンタサイクルの点検済み車両には赤色ＴＳマークを貼付しており、ＴＳ
付帯保険が適応【小谷村】
・村内自転車所有者にＴＳ点検を案内【小谷村】
・小学校・中学校の安全教室の際にチラシ等を配布を実施【小谷村】

・ＴＳ保険と傷害保険に加入 ※大町市観光協会【大町市】
・安曇野ちひろ公園にステーションを設置しているレンタサイクルについて、運営
事業者に保険加入していることを確認【松川村】

(3)
災害時における自転車の
活用推進

ア
災害時における自転車活
用の検討

・村主催の防災訓練で、訓練の一環として職員登庁時に自転車を利用【松川村】 ・小谷村は起伏が激しく、地区の距離が離れていることから自転車が避難ツールと
して活用することが難しい【小谷村】

目標 基本方針 具体的な取組

1
交通事故のない、安全安
心な自転車利用の推進

(1) 交通安全教育の推進

(2)
自転車の安全利用に向け
た環境づくり

北アルプス地域自転車活用推進計画  施策の進捗状況（令和４年度末）
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ア
自転車通行空間ネット
ワークの整備

・自転車ネットワーク路線の舗装修繕工事（市道木崎野口泉線L=1.0km）【大町
市】
・観光案内用矢羽根看板の設置【池田町】
・矢羽根型路⾯表⽰設置（国道148号L=3.8km、国道406号L=11.2km）（⻑野県大
町建設事務所）【白馬村】
・路肩整備、段差解消（一般県道千国北城線L=0.5km）、矢羽根型路⾯表⽰設置

・北アルプスサイクリングモデルコースの一部となっている村道について、道路管
理部署において自転車専用レーンの設置を含めた改修を計画中【松川村】

イ 危険個所への対応
・矢羽根型路⾯表⽰道路について、目視により路⾯状況を確認【松川村】
・令和３年度実施した通学路安全点検や、学校PTAからの要望等を受け、各所管の関
係機関への要望等を実施【小谷村】

ア
サイクルステーションの
充実と情報発信

・シェアサイクルステーション ３店舗目オープン（カフェひのき）【大町市】
・信濃大町〜大町温泉郷〜木崎湖の３箇所でレンタサイクルの乗り捨てが可能 ※
大町市観光協会で実施【大町市】
・サイクルステーションを池田町観光協会及び町内道の駅に設置【池田町】
・サイクルステーションを１カ所新設【松川村】
・観光局ＨＰにて掲載【白馬村】
・村内飲食店等にサイクルステーション設置事業者が増加【小谷村】

・サイクルステーション53店舗の維持 ※大町市観光協会【大町市】
・公共施設は自由に設置できることから拠点の観光向上が図られてきている【小谷
村】
・自転車に適した地区へのステーション推進をすすめ、充実した段階で位置情報等
の情報発信を行いたい【小谷村】

イ
公共交通（鉄道、バス）
との連携による広域的な
利用環境づくり

・ＪＲ信濃松川駅前の公共施設においてレンタサイクル事業を実施【松川村】
輪行袋の貸し出しを実施【北アルプス日本海広域観光連携会議（大町市、白馬村、
小谷村）】
・自転車の通行が難しい南小谷〜糸⿂川間については、ＪＲ⻄日本と連携してサイ
クルトレインを５日間運行(９月10日、９月21日、10月５日、10月22日、11月５
日。28名参加）【大糸線活性化協議会（大町市、白馬村、小谷村）】

・ＪＲ東日本と共催で大町サマースタンプラリー”大町サイクリングコース”の開催
※大町市観光協会【大町市】

ア
健康増進ツールとしての
自転車活用のＰＲの促進

・公⺠館主催でＭＴＢ体験会を開催【松川村】
・信州スマートムーブ通勤ウィークに合わせ庁内で自転車通勤の呼びかけ促進及び
啓発を実施【白馬村】

・小谷村は起伏が激しく、軽運動の範疇とならないため、自転車の活用が難しい
が、小谷村レンタサイクルの電動アシスト付き自転車を活用することで推進できる
ものと検討している【小谷村】

イ
日常生活圏における自転
車利用環境の充実

・初心者から上級者まで村内に８コース設定あり【白馬村】
・シェアサイクルを整備することにより、鉄道等の公共交通と連携した自転車周遊
コースを令和５年度に計画する予定【小谷村】

ア
まちづくりとの連携によ
るイベント・協議会のＰ
Ｒ

・「アルプスあづみのセンチュリーライド」の後援【松川村】
・サイクルイベントのサポート及び周知（村、観光局）【白馬村】
・栂池高原にて３年ぶりの開催となる「つがいけさいくるクラシック2022」開催
【小谷村】

イ
サイクルスポーツ団体等
の活動支援

・イベント時の施設貸出や後援【白馬村】
・小谷サイクルツーリズム協議会と連携を取り、村内での自転車普及活動を推進
【小谷村】

・「アルプスあづみのセンチュリーライド」実行委員会への参加／美麻ロードレー
ス大会の後援 ※大町市観光協会【大町市】

ウ
自然環境と自転車が共存
できる環境・ルールづく
り

・整備をしている人、利用者、自治体でルール作成及び検討を実施【白馬村】
・塩の道など、歩くことが推奨される古道においては、コース入口に自転車通行を
禁止する注意喚起看板の設置あり【小谷村】

ア 交通手段の転換促進
・役場職員を対象に自転車通勤を推進【松川村】
・信州スマートムーブ通勤ウィークに合わせ庁内で自転車通勤の呼びかけ促進及び
啓発を実施【白馬村】

イ
自転車利用促進に取り組
む事業者への評価充実

自転車利用環境の向上

(1)
自転車通行空間の計画的
な整備

(2)
⺠間事業者及び他の交通
機関との連携強化

3
健康⻑寿・脱炭素社会の
構築に向けた自転車利用
の推進

(1)
健康増進のための自転車
利用の促進

(2) サイクルスポーツの振興

(3)
自転車利用促進による脱
炭素社会への寄与
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ア
来訪者のための拠点づく
りや情報発信

・サイクルステーションの整備 ※大町市観光協会【大町市】
・サイクリングに訪れる方の拠点となる駐車場について、設置可能場所の検討を開
始【松川村】
・サイクルマップやＨＰにてサイクルツーリズムの促進を行っている【白馬村】

・サイクルステーション施設の確保とHPでの各ステーションの紹介 ※大町市観光
協会【大町市】
・大糸線との連携として中土駅にシェアサイクルを導入することで、小谷温泉方⾯
など今まで自転車で周遊できなかったコースを新規設定することを計画【小谷村】

イ
点在する観光資源の連携
による自転車利用環境の
向上

・サイクルステーションを１カ所新設【松川村（再掲）】
・サイクルステーションの登録【白馬村】
・レンタサイクルにおいては、電動アシストを導入し、観光客が利用しやすい環境
づくりを実施【白馬村】

・シェアサイクル拠点づくり ※大町市観光協会【大町市】
・栂池高原を中心としてレンタサイクルを実施【小谷村】
・大糸線との連携として中土駅にシェアサイクルを導入することで、小谷温泉方⾯
など今まで自転車で周遊できなかったコースを新規設定することを計画【小谷村
（再掲）】

ウ
地域特性を活かした旅行
商品の開発と人材育成

・E-bikeで巡る市内ツアーの実施 ※大町市観光協会主催【大町市】
・村内５社のガイドツアーがそれぞれがガイド育成を実施【白馬村】
・複数の村内事業者にてガイドツアーを実施【小谷村】

・E-bikeで巡るモデルコースの作成 ※大町市観光協会【大町市】
・観光事業者と連携し、村内・外の観光スポットの移動にEバイクを活用するツアー
の造成を検討【松川村】

エ 外国人旅行者への対応

・村HPに北アルプス地域サイクリングモデルコースの外国語版を掲載【松川村】
・サイクルマップの英語版作成【白馬村】

・レンタサイクル申込書の英語版を作成 ※大町市観光協会【大町市】
・サイクルステーションをピクトグラムで表⽰【白馬村】
・小谷村サイクルツーリズム事業における小谷ヒルクライムコースにおいて案内標
識の日本語・英語記載を実施済み【小谷村】

ア
圏域統一のサイクルツー
リズム情報の発信

・村HPに北アルプス地域サイクリングモデルコースを掲載【松川村】
・地域振興局等の取り組みに協力【白馬村】

・サイクリングマップは、ロードバイク向けの小谷ヒルクライムコースマップ・電
動アシスト付き自転車向けのピクニックサイクリングマップ（２編）あり【小谷
村】
・情報発信は、小谷ヒルクライムHP(https://otari-cycling.net/)、Facebook ページ
を運用【小谷村】

イ マナー向上への意識啓発
・レンタサイクルを貸し出す際に、口頭で交通マナー順守を依頼【松川村】
・サイクルマップにてマナー向上をうたって啓発【白馬村】

ウ
大都市圏におけるＰＲの
推進

・ＰＲ用の映像やスチール撮影を実施 ※大町市観光協会【大町市】
・県外での観光プロモーションで、「北アルプス地域サイクリングモデルコース」
についてＰＲ【松川村】
・観光局によるブース出展の実施【白馬村】

・ＰＲ用映像の制作とＳＮＳでのＰＲ ※大町市観光協会【大町市】

（目標、基本方針、具体的な取組、実施施策： 計画第２章、第３章）

4 北アルプスサイクルツー
リズムの推進

(1)
誰もが楽しめるサイクル
ツーリズムの展開

(2)
北アルプス地域からの自
転車文化の発信
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